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定例会

定例会報告 P2～ 名誉町民表彰を創設
委員会報告 P4～ 議員定数は据え置き
一般質問 P7～ 地域公共交通の充実を

議 会 だ よ り

2025年８月１日
滋賀県竜王町議会

No.212

ひ
だ
ま
り
学
舎
に
集
合
！

（
関
連
記
事
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※８月１日現在
63日竜王町

開催まで58日国スポ
開催まで

まち全体で町制70周年を
盛り上げよう！
町民の皆さんが主体的に
実施される70周年記念
事業を応援します！ 詳細はこちら



227万円

集落営農活性化
プロジェクト促進事業

町内２法人での、共同利用の機械購入や
若者等の雇用に必要な費用の増額。

　
６
月
定
例
会
が
、
６
月
２

日
か
ら
25
日
ま
で
の
24
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
本
会
議
１
日
目
（
２
日
）

に
、
条
例
５
件
、
令
和
７
年

度
補
正
予
算
２
件
、
繰
越
計

算
書
４
件
が
提
案
さ
れ
た
。

　
本
会
議
２
日
目
（
10
日
）

に
、
条
例
４
件
、
補
正
予
算

１
件
、
繰
越
計
算
書
４
件
を

可
決
・
承
認
し
、
条
例
１
件

は
教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審

査
が
付
託
さ
れ
た
。

　
本
会
議
３
日
目
（
19
日
）

に
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
10

議
員
が
町
政
を
た
だ
し
た
。

　
【
一
般
質
問
の
記
事
は
、

Ｐ
７
以
降
に
掲
載
】

　
最
終
日
（
25
日
）
に
、
条

例
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
２
件
が
追
加
提
案
さ

れ
、
即
決
で
可
決
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
案
件
は
原
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。

令和７年度一般会計補正予算(第１号)
7955万円を追加し、予算総額122億9955万円に

200万円

農業水路等長寿命化・
防災減災事業

（ため池詳細調査業務委託料）
山之上地先の宝来池耐震調査費用

工
事
請
負
契
約

の
締
結

�

（
６
月
25
日
）

◦�

学
童
保
育
所
新
築
工
事

　
契
約
金
額

�

　
2
億
７
１
５
９
万
円

�

（
p.4
に
イ
メ
ー
ジ
図
掲
載
）

◦�

総
合
運
動
公
園
屋
根
付
き

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
屋
根

改
修
工
事
そ
の
２

　
契
約
金
額

�

　
７
０
４
０
万
円

320万円

公共交通デジタル技術活用業務委託料
ICOCAとマイナンバーカードの連携サービスを活用して、通学定期を半額で

オンライン購入するためのシステム構築費用。

定期券購入

マイナンバーカード認証
本人確認

申請者

半額

ドラゴンハット屋根平面図（色の濃い部分が今年度実施）

令和９年度
施行予定 令和６年度施行済 令和８年度

施行予定
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いつまでも続く 物価高騰

補正予算の主な事業

調整給付金事業

6650万円

【国の交付金を用いた物価高騰対策】
令和6年分所得税額の確定により、昨年度の調整

給付金に不足が生じた方に対して給付。

　
　

検
討
委
員
会
は
、
名
誉

町
民
表
彰
の
創
設
に
あ
た

り
、
ど
う
い
っ
た
方
が
ふ
さ

わ
し
い
の
か
基
準
を
設
け

る
。

　

審
査
委
員
会
は
、
名
誉
町

民
の
候
補
者
と
な
る
方
を
決

定
す
る
。

答�

　
　

名
誉
町
民
表
彰
事
業

で
、
検
討
委
員
会
と
審
査
委

員
会
の
違
い
は
。

問
　
　

バ
イ
オ
液
肥
に
よ
り
水

稲
、
小
麦
、
大
豆
、
そ
ば
等

が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
水
稲

は
山
之
上
、
岩
井
、
鵜
川
、

山
中
、
大
豆
は
岩
井
、
そ
ば

は
弓
削
で
あ
る
。

答�

　
　
耕
・
畜
・
工
連
携
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
循
環
事
業
の
栽

培
実
証
の
品
種
お
よ
び
栽
培

場
所
は
。

問

？
質 

疑　

耕・畜・工連携
バイオマス資源循環事業
栽培実証や土壌分析に必要な費用の増額。

13万円 7万円

名誉町民表彰事業
多大な功績により郷土の誇りとして
町民から敬愛される方に贈る名誉
町民表彰の創設に必要な費用。
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竜王町学童保育所新築工事イメージ図

子育て支援の充実
　教育民生常任委員会は６月12日審査および所管事務調査を行い、竜王町病児保育事業および新設す
る学童保育所について説明を受けました。

「竜王町病児保育事業」令和７年８月１日より開始！

学童保育所新築の今後の予定は！

審
査
事�業内容：疾病の回復期には至っていないが、当面
症状の急変のおそれがない状態、又は、疾病の回
復期にあり、集団保育を受けることが困難で、か
つ、保護者の勤務の都合により家庭で保育を受け
ることが困難な児童を一時的に保育する。
場所：竜王こども園内の施設で受け入れ　
利�用定員：１日３名以内
利�用時間：８：30～17：00（月曜日から金曜日）
対�象児童：①～④全てに該当する児童
　①町内に居住する児童
　②生後６か月から６歳到達年度の末日までの児童
　③�保育園、認定こども園、認可保育所、企業主導
型、または、地域型保育所に在籍している児童

　④�医師が病児保育室を利用することが適当と認め
た児童

保 育 料：１回　2000円
ただし、
＊�住民税非課税世帯／ひとり親世帯＝1000円
＊�生活保護世帯／住民税非課税世帯でひとり親世帯
＝無料

主な質疑応答

利用にあたって事前登録が必要なのはなぜ
か。また要望も多い病児保育事業であること
から、こどもひろばやこども園等以外にも広
く周知が必要なのではないか。

問

事前登録については、保育料算定のため必要
な条件となる。周知については、利用対象者
となる児童の保護者だけでなく、町のホーム
ページ、チラシ等での周知に努める。

答

主な質疑応答

新設する学童保育所のクラス数と収容児童数は。
また、開所時期は。

問 １クラス45名の５クラスを予定している。
新小学校の開校と同時期を考えている。

答

　年々、利用希望者が増加の傾向にあり、令和６年度には竜王小学校区でリース契約で施設を増設し
対応されています。現在、両小学校生徒541名中224名（41.4％）が利用しています。

調
査

令和７年８月上旬　建築工事着手
令和８年３月上旬　工事完了
令和８年９月上旬　開所予定
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主な質疑応答

右記①～③の３つの施策推進のため、検討する解
決策の優先順位やスケジュールは。

問

職員の意見を取り入れながら、まずできることか
ら整理していく。

答

人事戦略の取組みと検討する解決策

ごみ減量と再資源化は

調
査

調
査

さらなる　ごみ減量を
　総務産業建設常任委員会は６月12日に所管事務調査を行い、循環型社会の推進、また人事戦略の取
組状況と課題について説明を受けました。

●人事戦略の背景
　人口減少や少子高齢化の進行とデジタル社会の進展な
どから行政を取り巻く環境は大きく変化し、また職員の
働き方に対する価値観が多様化する等、人事全般にわた
り問題がある。本町は全国の状況に比べて正規職員の平
均年齢が低く、平均経験年数は著しく短いため、組織全
体の経験値が低い。

●今後の取組みと検討する解決策
　総務課に人事戦略担当課長を配置し、以下の
３つの施策を多面的・複合的に推進していく。
ワーキングを実施し、実施可能な解決策から実
行する。
①処遇改善と働きがいの向上
②ワーク・ライフ・バランスの推進
③戦略的な人材採用

●循環型社会とは
　持続可能な社会を生み出すために流通、消費、廃棄
という流れの中で、資源の有効利用や環境負荷を最小
限に抑えることを目指すものである。

●ごみ減量と再資源化は
　町全体のごみ排出量は減少、町民一人一日当たりの
排出量や食品ロス発生量も減少傾向だが、目標値には
届かず、ごみの再資源化率は過去より減少している。
再資源化促進の施策
①生ごみの堆肥化や衣服リサイクルの啓発
②生ごみ処理機等の購入補助を実施
③�令和６年３月に竜王町食品ロス削減推進計画を策定
し、10月にフードドライブ事業を実施した。

●めざすべき職員像
　竜王町に愛着を持ち、やりがいとプロ意識を
高め合いながら、互いを認め合える職員

●解決すべき問題
・職員同士のコミュニケーションの希薄化
・�育児短時間勤務などを完全に取得できる職場
環境の整備
・職員の心の健康への配慮

●今後の見通し
①�ごみの分別が安易となるよう、ゴミ出しブック、
分別アプリ、ごみカレンダーを活用頂くよう情
報発信に努める。
②�出前講座を実施し、ごみ減量化および再資源化
を促進する。
③�エコライフ推進協議会の活動を中心に、企業・
団体との連携によるエコフェスタを令和８年度
に開催し、効果的な啓発を行う。

平均年齢 平均経験年数
全国地方公共団体 41.7歳 19.3年

竜王町 39.6歳 13.4年

≪正規職員の平均年齢および経験年数（令和６年度）≫

衣服のリサイクル
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令和７年度
（2025年度）

令和８年度
（2026年度）

令和９年度
（2027年度）

令和10年度
（2028年度）

令和11年度
（2029年度）

令和12年度
（2030年度）

令和13年度
（2031年度）

令和14年度
（2032年度）

竜王小学校

学童保育所

学校給食センター

竜王こども園

公園

コミュニティセンター

中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗と今後の見通しは
　令和７年６月16日、地域活性化特別委員会の所管事務調査において交流・文教ゾーン整備のスケ
ジュールならびに事業費の見直し内容について説明を受けました。
「交流・文教ゾーン」整備スケジュール（令和７年６月時点）

【主な議題】
⑴　こども議会の報告
⑵　議員定数見直しの最終結論
⑶　議会活動の見える化は
⑷　議会BCPの素案を審議

⑴　こども議会の報告
◦�こども議会の参加募集チラシの配布は、小・中学校とも
６月24日に予定し、締切は７月11日とする。
◦�６月23日は西小学校５・６年生に向け、直接説明する。
◦�中学２年生の職場体験で役場配属の生徒に声かけする。

⑶　議会活動の見える化は
　議員のなり手不足の一因でもあり、議員全員の責任であ
ることを認識し、次回選挙までに何らかの対策を講じる。

⑵　議員定数見直しの最終結論
　議員定数は最終的な議論の結果、採決を採り、
現状通り12名とすることに決定した。

⑷　議会BCPの素案を審議
　議会の業務継続計画（BCP※）の素案を確認し、今後町地域防災計画にどう盛り込むか、生活安全課と協議する。

　議会改革特別委員会を６月16日に開催し、議会改革の諸事案について報告と議論を行いました。

議員定数見直しは、現状通り12名で決定！

※BCP…業務継続計画（Business Continuity Plan）の略称。

主な質疑応答

その他建設費の内訳は。問
学童保育所：3.4億円、竜王こども園：
5.6億円　学校給食センター：10.5億
円コミュニティセンター：10.1億円と
している。

答

■令和10年３月供用開始整備

■令和11年4月供用開始建築

■令和13年４月供用開始建築

■令和８年9月開所（小学校開校に合わせる）建築

建築 ■令和８年9月開校

建築 ■�令和14年
４月開園

事業費（令和７年６月時点）
①竜王小学校建築　合計43億6200万円　
②その他建設費　合計29億6500万円

③�公園整備・道路・造成・上下水道工事　合計21億9700万円
④用地取得　合計５億9200万円

新竜王小学校建築現場
（７月11日現在）
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各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸 問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和７年９月25日㈭予定

※日程は変更になる場合があります。
※議員の質問順と質問事項は町ホームページでご確認ください。

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについ
て所信や疑問を質し報告や説明を求めることです。

ページ 質　問　者 質　　問　　事　　項

8 鎌田　勝治 ・竜王町DX推進計画の進捗は
・地域防災の現状と強化は

9 大橋　裕子 ・児童の登下校に対する熱中症対策は
・町民歌「竜王町のうた」の普及を

10
磯部　俊男 ・認知症対策での補聴器購入費助成を

中村　匡希 ・通学バス委託費4000万円時代の対応は

11
三宅　政仁 ・町内の道路補修整備の取組は

澤田　満夫 ・商業ゾーンへの飲食店の誘致は

12 若井　政彦 ・物価高騰対策は
・地域コミュニティの維持活性化は

13 森島　芳男 ・持続可能な竜王町を
・学校に行きづらい児童・生徒の支援を

14 橘　せつ子

・地域公共交通の充実を
・「交流・文教ゾーン」整備のスケジュール見直しは
※こども誰でも通園制度の導入は
※ジェンダー平等の視点からも生理用品の設置を
※フリースクール利用世帯への支援を

15 内山　英作 ・「健康福祉の郷づくり」をめざして
・道の駅発、観光の推進を

町政
問ここを う!

６月定例会では10議員が19問の一般質問を行いました。

※は紙面の都合上、掲載しておりません。
　各ページのQRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。
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※1　DX…�進化したデジタル技術を浸透させるこ
とで、人々の生活をより良いものへと
変革させるという概念。

※2　AI…人工知能。

オンライン会議の様子

竜王町防災訓練の様子

竜王町※1DX推進計画の進捗は問
答 取組内容の見直しを進める

　
　

業
務
改
革
の
取
組
、

※2
Ａ
Ｉ
の
利
用
促
進
、
行

政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
つ
い
て
、
次
の
３
点
を

伺
う
。

①�

具
体
的
な
取
組
と
進

捗
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ�

ー
ル
は
。

②�

全
庁
的
な
取
組
は
。

③�
子
育
て
や
介
護
の
手
続

の
現
状
と
課
題
は
。

問

地
域
防
災
の
現
状
と
強
化
は

問答

各
地
区
で
の
防
災
活
動
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
む

　
　
次
の
４
点
を
伺
う
。

①�

32
自
治
会
の
自
主
防
災

組
織
の
現
状
は
。

②�

組
織
が
形
骸
化
し
て
い

る
自
治
会
へ
の
サ
ポ
ー

ト
は
。

③�

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
登
録
状
況
は
。

④�

共
助
の
強
化
へ
の
行
政

の
具
体
的
な
取
組
は
。

問

④�

各
地
区
で
手
引
き
書
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
を
進

め
る
。
ま
た
、
防
災
士
を

育
成
し
、
自
主
防
災
組
織

の
強
化
に
つ
な
げ
る
。

　
　①�

全
自
治
会
で
組
織
化
さ
れ

て
お
り
、
昨
年
度
の
自
主

防
災
訓
練
も
31
地
区
で
開

催
さ
れ
た
。

②�

自
治
会
長
対
象
の
研
修
会

や
防
災
出
前
講
座
、
訓
練

事
例
集
の
配
布
な
ど
の
情

報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

③�
個
人
情
報
提
供
に
同
意
頂

い
た
方
は
、
昨
年
よ
り
９

名
増
の
１
３
７
名
で
あ

る
。
引
き
続
き
各
地
区
の

関
係
役
員
と
連
携
し
な
が

ら
、
拡
大
に
努
め
る
。

答�

鎌
かまだ
田　勝

かつじ
治 議員

画
改
訂
を
機
に
内
容
の
見

直
し
を
図
る
。

②�

自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
に
関
す
る
業
務
で
は
、

事
務
フ
ロ
ー
の
見
え
る
化

が
一
定
図
れ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
他
業
務
は
課
題

の
洗
い
出
し
が
必
要
で
あ

る
。

③�

現
状
は
対
面
申
請
だ
が
、

本
年
３
月
の
条
例
制
定
に

よ
り
、
庁
内
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
土
台
が
整
備
さ
れ

た
。

　

�　

今
後
、
住
民
の
利
便
性

向
上
や
業
務
の
効
率
化
の

効
果
を
見
極
め
た
う
え
で

必
要
に
応
じ
て
実
用
化
し

た
い
。

　
　①�

事
務
負
担
の
軽
減
に
繋

が
っ
た
一
方
で
実
現
に

至
っ
て
い
な
い
事
項
も
あ

り
、
Ａ
Ｉ
の
利
用
は
限
定

的
で
あ
る
。
今
年
度
の
計

答�
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町民歌「竜王町のうた」

熱中症対策で利用できるようになった路線バス

児童の登下校に対する
熱中症対策は

問

答 町内全体の課題として議論する

町
民
歌「
竜
王
町
の
う
た
」の
普
及
を

問答

町
主
催
の
行
事
等
で
可
能
な
範
囲
で

取
り
組
み
た
い

大
おおはし
橋　裕

ゆうこ
子 議員

　
　
竜
王
町
に
は
町
民
歌

「
竜
王
町
の
う
た
」
が
あ

る
。
町
民
の
作
詞
、
作
曲

に
よ
る
も
の
で
、
町
の
自

然
や
歴
史
文
化
が
歌
わ
れ

て
い
る
。

　
先
日
行
わ
れ
た
町
制
施

行
70
周
年
記
念
式
典
に
お

い
て
歌
わ
れ
た
が
、
若
い

世
代
に
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
町
は
こ
の
歌
を
次
の

世
代
へ
ど
の
よ
う
に
歌
い

繋
げ
て
い
く
の
か
を
伺

う
。

問

　
　

町
民
歌
「
竜
王
町
の
う

た
」
は
今
か
ら
65
年
以
上
も

前
の
町
勢
要
覧
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
30

年
の
町
の
誕
生
を
記
念
し
、

先
人
た
ち
が
町
へ
の
熱
い
思

い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
歌
で

あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

答�

　

現
在
、
役
場
に
お
い
て
毎

日
始
業
前
に
庁
内
放
送
で
流

し
て
い
る
が
、
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
よ
う
な
取
り
組
み

は
で
き
て
い
な
い
。

　

町
が
主
催
す
る
行
事
等
、

可
能
な
範
囲
で
こ
の
歌
を
流

し
、
引
き
継
い
で
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
昨
年
、
酷
暑
の
下
校

中
、
体
調
を
崩
す
児
童
が

で
た
。
路
線
バ
ス
利
用
等

の
要
望
を
出
し
て
い
た
が
、

今
年
度
西
小
学
校
区
の
保

護
者
か
ら
も
熱
中
症
対
策

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

①�

今
夏
の
登
下
校
時
の
暫

定
的
な
熱
中
症
対
策
は
。

②�
来
年
度
以
降
、
登
下
校

時
の
恒
久
的
な
熱
中
症

対
策
は
。

問

　
　①�

公
共
交
通
機
関
（
路
線
バ

ス
）
を
利
用
で
き
る
も
の

と
す
る
。
そ
の
た
め
、
以

下
の
点
に
つ
い
て
対
応
し

て
い
る
。

・
利
用
に
関
す
る
安
全
指
導

・
バ
ス
利
用
時
の
安
全
確
保

・�

バ
ス
ダ
イ
ヤ
に
合
わ
せ
学

校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
調
整

・�

チ
ョ
イ
ソ
コ
利
用
が
で
き

る
こ
と
を
バ
ス
車
内
に
掲

示
依
頼
し
て
い
る
。

②�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
地
区

の
見
直
し
、
利
用
基
準
、

運
行
形
態
は
、
町
内
全
体

の
課
題
と
し
て
熱
中
症
対

策
の
視
点
も
含
め
て
検
討

す
る
。

答�
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近年、運営費が上昇しつつあるスクールバス

認知症カフェ（ふきのとう）

各種補聴器

中
なかむら
村　匡

まさき
希 議員

通学バス委託費4000万円
時代への対応は

問

答 効率的な方法を検討する

認知症対策での補聴器
購入費助成を

問

答 補聴器の効果の調査を進める
　
　
認
知
症
対
策
で
の
補

聴
器
購
入
費
助
成
制
度
へ

の
町
の
考
え
は
。

問

対
策
に
つ
い
て
「
聞
こ
え
の

フ
レ
イ
ル
予
防
」
等
に
取
り

組
む
。

　

加
え
て
、
今
後
の
高
齢
者

の
増
加
を
見
据
え
、
第
10
期

介
護
保
険
計
画
を
策
定
す
る

中
で
、
他
市
町
の
加
齢
性
難

聴
の
早
期
発
見
・
対
応
の
取

組
や
、
補
聴
器
の
購
入
費
助

成
の
実
施
市
町
村
に
お
け
る

認
知
症
対
策
の
効
果
等
に
つ

い
て
、
今
年
度
内
に
調
査
・

研
究
を
行
う
。

※�

フ
レ
イ
ル
…
…
健
康
な
状
態

と
要
介
護
状
態
の
中
間
の
状

態

　
　

難
聴
が
※
フ
レ
イ
ル
や

認
知
症
の
リ
ス
ク
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
て
も
、
補
聴
器

な
ど
の
難
聴
へ
の
介
入
が
有

効
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
ど

う
か
の
根
拠
は
限
定
的
で
あ

る
た
め
、
現
段
階
で
は
制
度

化
し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、「
聞
こ
え
」
は

生
活
の
質
を
維
持
す
る
た
め

の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
難
聴
予
防
の
必
要
な

答�

磯
いそべ
部　俊

としお
男 議員

的
・
効
率
的
な
方
法
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
直
営
、
外

部
委
託
、
ま
た
は
そ
の
複
合

型
や
、
既
存
の
路
線
バ
ス
の

併
用
な
ど
の
新
し
い
手
法
も

視
野
に
入
れ
る
。
子
ど
も
た

ち
の
安
心
安
全
な
登
下
校
を

維
持
し
つ
つ
、
安
定
し
た
運

行
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

　
　
今
年
度
予
算
で
通
学

バ
ス
の
委
託
料
は
４
０
０�

０
万
円
と
な
り
、
直
営
時

代
の
水
準
ま
で
上
昇
し
て

い
る
。
今
後
の
運
行
方
法

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

問
　
　

近
年
の
委
託
料
の
上
昇

は
、
国
の
運
賃
水
準
の
改
定

や
燃
料
費
の
高
騰
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
運
行
方
法
を
踏
襲
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
よ
り
経
済

答�
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町道東西線の路面に轍
わだち
やひび割れが発生

できないか商業ゾーンの飲食店

三
みやけ
宅　政

まさひと
仁 議員

町内の道路補修整備の取組は問
答 修繕計画に基づき、計画的に
進めている

整
備
が
進
み
若
い
世
代
が
増

え
て
い
く
の
が
前
提
で
あ
る
。

ま
た
、
居
住
ゾ
ー
ン
の
整
備

後
で
な
い
と
市
街
化
区
域
の

編
入
は
で
き
な
い
。
提
案
の

商
業
ゾ
ー
ン
へ
の
飲
食
店
の

誘
致
は
、
過
去
に
複
数
の
事

業
者
に
対
し
働
き
掛
け
を
し

て
き
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

町
と
し
て
も
町
内
外
の

方
々
が
希
望
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
ま

ず
は
当
事
者
で
あ
る
飲
食
店

か
ら
意
欲
を
示
し
て
も
ら
う

事
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、

意
欲
を
示
す
事
業
者
が
現
れ

れ
ば
実
現
に
向
け
協
力
す
る
。

　
　
中
心
核
の
交
流
・
文

教
ゾ
ー
ン
の
整
備
は
、
計

画
よ
り
遅
れ
、
最
後
の
複

合
ゾ
ー
ン
の
整
備
は
、
今

で
は
い
つ
に
な
る
か
予
想

で
き
な
い
。

　
全
体
構
想
が
長
期
遅
延

し
た
場
合
の
対
応
と
し

て
、
居
住
ゾ
ー
ン
と
同
時

期
に
将
来
の
複
合
ゾ
ー
ン

整
備
へ
の
展
開
を
考
慮

し
、
現
商
業
ゾ
ー
ン
に
繋

ぎ
的
な
飲
食
店
を
誘
致
す

る
べ
き
で
は
。

問
　
　

現
在
、
複
合
ゾ
ー
ン
の

開
発
に
興
味
を
示
す
事
業
者

も
あ
る
が
、
居
住
ゾ
ー
ン
の

答�

商業ゾーンへの飲食店の誘致は問
答 意欲ある業者が現れれば、実現に
向け協力する

澤
さわだ
田　満

みちお
夫 議員

　
　
中
心
核
整
備
が
進
む

町
道
東
西
線
は
路
面
状
態

が
悪
く
、
放
置
す
れ
ば
通

行
車
両
の
故
障
や
事
故
に

つ
な
が
る
。
そ
こ
で
次
の

点
を
伺
う
。

①�

町
内
の
道
路
補
修
整
備

計
画
の
進
捗
は
。

②�
町
道
東
西
線
の
路
面
状

態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

③�

交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の

工
事
完
了
ま
で
の
町
道

東
西
線
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
は
。

問

　
　①�

修
繕
計
画
は
平
成
25
年
に

策
定
し
、
概
ね
３
年
毎
に

見
直
し
て
い
る
。
交
通
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
重

要
度
、
緊
急
度
等
を
考
慮

し
実
施
時
期
を
定
め
て
い

る
。
各
計
画
の
進
捗
は
お

お
よ
そ
計
画
通
り
進
ん
で

い
る
。

②�

経
年
に
よ
る
損
耗
、
工
事

車
両
の
通
行
に
よ
り
轍わ

だ
ち

や

ひ
び
割
れ
が
顕
著
に
な
っ

た
事
は
把
握
し
て
い
る
。

③�

中
心
核
整
備
事
業
が
完
了

す
る
ま
で
、
適
時
パ
ト

ロ
ー
ル
等
で
路
面
状
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
迅
速

な
補
修
を
行
う
。

答�
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家計のやりくりは大変

老若男女が集う地域サロン

物価高騰対策は問
答 町独自の対策の実施予定はない

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
活
性
化
は

問答

自
治
会
の
意
思
を
尊
重
し
支
援
を
行
う

　
　
物
価
高
騰
に
苦
し
む

町
民
へ
の
対
策
は
。

問

内
で
使
用
で
き
る
割
引
ク
ー

ポ
ン
支
給
な
ど
波
及
効
果
の

あ
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は

町
独
自
の
対
策
を
実
施
す
る

予
定
は
な
い
。

　

農
業
、
商
業
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
が
波
及

し
て
い
る
。
今
後
の
経
済
状

況
や
国
の
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
何
が
必
要
か
現
状
の

課
題
解
決
に
向
け
し
っ
か
り

状
況
把
握
に
努
め
た
い
。

　
　

国
の
様
々
な
対
策
も
、

物
価
高
騰
に
所
得
の
上
昇
が

追
い
つ
か
ず
、
効
果
が
実
感

し
に
く
い
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度

か
ら
は
町
独
自
の
施
策
と
し

て
、
義
務
教
育
で
あ
る
小
中

学
校
の
学
校
給
食
の
無
償
化

を
実
施
し
て
き
た
。

　

限
ら
れ
た
町
財
政
の
中
で

は
、
バ
ラ
マ
キ
で
は
な
く
町

答�

若
わかい
井　政

まさひこ
彦 議員

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
活
性
化
へ
の
取
り

組
み
の
現
状
と
成
果
お
よ

び
課
題
は
。

問

く
く
、
自
治
会
内
で
の
課
題

や
危
機
感
の
共
有
と
解
決
に

若
者
や
女
性
が
参
画
し
検
討

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で

あ
る
。
自
治
会
の
意
思
を
尊

重
し
つ
つ
継
続
し
た
支
援
を

行
う
。

　
　
［
現
状
と
成
果
］

①�

令
和
６
年
度
は
、
自
治
会

へ
依
頼
し
て
い
た
推
進
員

な
ど
の
選
出
見
直
し
や
全

戸
配
布
の
見
直
し
を
実
施

し
た
。

②�

自
治
会
連
絡
協
議
会
研
修

会
で
、
町
内
自
治
会
の
取

り
組
み
事
例
か
ら
情
報
や

課
題
を
共
有
し
た
。

③�

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
に
特
別
加
算
枠

を
設
け
、「
持
続
可
能
な

自
治
会
運
営
検
討
事
業
」

に
３
自
治
会
が
取
り
組
ま

れ
た
。

④�

自
治
会
間
の
連
携
支
援
な

ど
中
間
支
援
組
織
の
立
ち

上
げ
準
備
に
着
手
し
た
。

［
課
題
］

　

地
域
で
の
議
論
が
進
み
に

答�
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竜王町コンパクトシティ化構想

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中心核と地域 の  

子どもたちの未来へ贈る 竜王２０３０プロジェクト 
～子どもと暮らす喜びを実感できるまちづくり～ 

目標①  移動しやすい交通ネットワークの整備 

目標②  中心核と地域を結ぶ道路ネットワークの整備 

目標③  町役場と地域の情報ネットワークの整備 

 

地域コミュニティの維持・活性化 

目標①  若い世代が定住できる環境づくり 

目標②  高齢者が安心して暮らし続けられる地域づくり 

目標③  持続可能な自治会づくり 

 
自治会 
⚫ 地域行事や役員にかかる負
担感の軽減 

⚫ 女性や若い世代の活躍 
⚫ 多世代の交流 
⚫ 地域間連携の構築 

若い世代 
⚫ 子育て環境の充実 

⚫ 魅力ある教育の推進 

⚫ 住宅地の確保 

⚫ 働く場の創出 

⚫ 経済的支援の充実 

高齢者 
⚫ 健康寿命の延伸 

⚫ 地域の支え合いや移動支援の充実 

⚫ 生きがいや居場所づくり 

⚫ 結婚や仕事等で他所に居住してい
る家族との繋がりの維持 

竜 王 町 
コンパクトシティ化 

構 想 

情報ネットワーク 
⚫ 防災や生活情報の発信 
⚫ ページング放送(地域放送)の活用 
⚫ 行政と自治会との情報連携 

交通ネットワーク 
⚫ 路線バスの利用促進 

⚫ 新たな移動手段の確保 

⚫ お出かけ支援の普及 

道路ネットワーク 
⚫ 生活道路と幹線道路のすみ分け 

⚫ 安全な歩道等の整備 

⚫ 適正な道路・橋梁の維持管理 

 

⑦ワンストップ型の行政

サービス 

 

②子育て広場の充実  

④農業とふれあえる空間 

目標① 
目標② 
目標③ 

目標① 
目標② 
目標③ 

⑦くつろげるお店 

④特産品の発信 

⑦民間医療施設 

①教育関連機能の集約 

⑤魅力的な住宅の提供 

目標①  ふるさとへの愛着を育む質の高い教育の創出 

目標②  子育て世代が安心して暮らせる環境の創出 

目標③  健康で多世代が交流できるにぎわい空間の創出 

目標④  魅力ある農業や商工業の発信 

目標⑤  若い世代と子育て世代の定住の促進 

目標⑥  安全安心な防災機能の向上 

目標⑦  利便性の高い生活関連サービスの提供

 

目標① 
目標② 
目標③ 
目標④ 
目標⑤ 
目標⑥ 
目標⑦ 

利便性が高く、多様な交流を育む中心核 

 

【町民のみなさんが中心核に期待すること】 

➢ 竜王の「顔」となる魅力的な空間 

➢ 子どもから高齢者まで、みんなが交流できる空間 

➢ 安全で安心して利用できる空間 

➢ 誰もが気軽に訪れることができる交通手段 

③やすらぎのある 

遊歩道の整備 

 

 

 

 

 

 
⑥Wi-Fi等の情報環境の整備 

⑥防災機能の向上 

 ③多世代の多様な交流 

リーディングプロジェクト 

教育支援ルーム「なないろ」

持続可能な竜王町を問
答 コンパクトシティ化構想を実現する

　
　
平
成
26
年
に
「
消
滅

可
能
性
都
市
」
が
発
表
さ

れ
、
竜
王
町
も
そ
の
中
に

含
ま
れ
て
い
た
。
令
和
５

年
12
月
に
、
竜
王
町
は

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
か

ら
脱
却
し
た
。
次
の
３
点

を
伺
う
。

①�

こ
の
結
果
に
つ
い
て
分

析
は
で
き
て
い
る
か
。

②�
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
施
策
は
。

③�

持
続
可
能
な
竜
王
町
に

す
る
た
め
に
は
。

問

　
　①�

松
が
丘
周
辺
の
集
合
住
宅

で
の
若
年
層
の
人
口
増
と

考
え
て
い
る
。

②�

若
い
世
代
の
流
出
を
留

め
、
転
入
を
増
や
す
。

　

�　

ま
た
、
子
育
て
や
教
育

環
境
を
充
実
す
る
こ
と

で
、
出
生
数
の
改
善
に
努

め
る
。

③�

竜
王
町
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
発
展
を
掲
げ
た
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想

を
実
現
す
る
事
で
あ
る
。

答�

森
もりしま
島　芳

よしお
男 議員

学
校
に
行
き
づ
ら
い
児
童
・
生
徒

の
支
援
を

問答

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る

　

今
後
も
個
々
の
児
童
生
徒

の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て

支
援
を
行
い
た
い
。
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
が
大
切
に
さ

れ
、
自
己
実
現
の
場
と
な
り
、

登
校
を
楽
し
み
に
で
き
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
不
登
校
の
児
童
生
徒

や
登
校
す
る
が
教
室
に
入

り
づ
ら
い
児
童
生
徒
へ
の

現
状
の
把
握
と
対
応
は
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

な
学
校
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
て
い
る
か
。

問
　
　

年
間
30
日
以
上
欠
席
し

た
児
童
生
徒
の
割
合
は
、
全

国
に
比
べ
て
低
い
値
と
な
っ

て
い
る
。
各
学
校
で
は
、
担

任
や
専
門
員
等
を
中
心
と
し

て
学
校
に
不
登
校
の
児
童
生

徒
へ
の
対
応
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
町
費
で
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
別

室
登
校
対
応
支
援
員
等
を
配

置
し
て
お
り
、
不
登
校
の
予

防
に
も
努
め
て
い
る
。

答�

議会だより No.212
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建て替えが急がれる給食センター

一 般 質 問

地域公共交通の充実を問
答 持続可能な公共交通を検討する

「
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
」
整
備
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
見
直
し
は

問答

こ
ど
も
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

当
初
よ
り
遅
れ
る

　
　
令
和
７
年
第
１
回
定

例
会
で
「
整
備
の
予
算
が

大
幅
増
額
に
な
る
の
で
、

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見

直
す
方
向
」
と
説
明
さ
れ

た
が
、

①�

給
食
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど

も
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
予
定
は
ど

う
な
る
の
か
。

②�

予
算
は
大
幅
増
額
と
の

こ
と
だ
が
、
現
在
の
予

算
の
執
行
状
況
と
今
後

の
各
施
設
の
予
算
の
見

通
し
は
ど
う
な
る
か
。

③�

町
の
他
事
業
と
の
関
係

か
ら
も
、
今
後
10
年
間

の
中
期
財
政
計
画
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

築
工
事
で
令
和
11
年
４
月

供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

こ
ど
も
園
は
令
和
14
年
４

月
開
園
予
定
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
令
和
13

年
４
月
の
供
用
開
始
予
定

で
あ
る
。

②�

令
和
６
年
度
は
、
決
算
期

見
込
額
で
合
計
約
24
億
４�

千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
各
施
設
の
事
業
費

は
小
学
校
建
築
で
約
43
億�

６
千
万
円
、
そ
の
他
施
設

の
建
築
で
29
億
６
千
万
円

を
想
定
し
て
い
る
。

③�

中
期
の
財
政
計
画
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に

示
す
。

　
　①�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
安

心
安
全
な
給
食
を
最
優
先

し
、
令
和
９
～
10
年
度
建

答�

　
　
路
線
バ
ス
岡
屋
線
は
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
平
日

５
便
、
土
日
祝
日
は
４
便

が
減
便
と
な
っ
た
。
運
転

手
不
足
に
よ
る
と
の
こ
と

だ
が
、

①�

町
は
こ
れ
に
代
わ
る
交

通
手
段
は
考
え
ら
れ
て

い
る
の
か
。

②�
住
民
が
利
用
し
や
す
い

運
行
ダ
イ
ヤ
の
組
み
方

や
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
り
ゅ

う
お
う
の
運
行
台
数
を

増
や
す
等
、
住
民
の
声

が
反
映
で
き
る
よ
う
竜

王
町
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
も
検
討

で
き
な
い
か
。

問

　
　①�

代
替
手
段
と
し
て
八
幡
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
線
の
竜
王
町

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
乗

入
れ
を
開
始
し
た
。
竜
王

町
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

だ
と
、
近
江
八
幡
駅
ま
で

の
便
数
は
増
え
て
お
り
、

乗
り
継
ぎ
拠
点
で
あ
る
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
チ
ョ

イ
ソ
コ
り
ゅ
う
お
う
を
利

用
す
る
と
バ
ス
代
が
無
料

と
な
る
。

②�

人
口
減
少
に
よ
る
利
用
者

減
、
厳
し
い
財
政
状
況
、

運
転
手
不
足
等
の
課
題
を

直
視
し
、
あ
ら
ゆ
る
選
択

肢
を
排
除
せ
ず
持
続
可
能

な
公
共
交
通
を
検
討
す
る
。

答�

橘
たちばな
　せつ子

こ
 議員

チョイソコりゅうおうも地域公共交通に活躍
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行
政
の
「
地
域
福
祉
計
画
」
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
を
一
つ
に
し
た
計
画

歩くことで身体と心は健康に

上・中　��道の駅　アグリパーク
竜王の看板と農産物直
売所、レストラン

右　�滋賀県「道の駅」マップ
（表紙）

一 般 質 問

　
　
第
６
次
竜
王
町
総
合

計
画
で
の
「
地
域
共
生
社

会
の
構
築
」
で
は
、
実
現

し
た
い
未
来
の
姿
を
「
誰

も
が
そ
の
人
ら
し
い
生
活

が
継
続
で
き
、
地
域
の
中

で
互
い
に
助
け
合
い
、
健

康
で
い
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
各
自
治
会
あ

る
い
は
近
隣
自
治
会
で
の

合
同
の
「
健
康
福
祉
の
郷

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い

く
こ
と
が
、
本
町
の
未
来

の
姿
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

問

　
　

国
が
示
す
地
域
共
生
社

会
と
は
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く

社
会
で
あ
る
。

　

町
地
域
福
祉
計
画
の
基
本

理
念
で
も
あ
る
『
み
ん
な
の

「
あ
い
」
で
つ
く
る
共
生
の

ま
ち
竜
王
』
の
実
現
に
向
け

て
、
ご
協
力
ご
指
導
を
お
願

い
し
た
い
。

答�
「健康福祉の郷づくり」を
めざして

問

答 町地域福祉計画《基本理念》の
実現をめざす

道
の
駅
発
、
観
光
の
推
進
を

問答

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
振
興
に

努
め
る

　
　
近
年
、
道
の
駅
を
活

用
し
た
観
光
振
興
に
活
発

に
取
組
む
所
が
増
加
し
、

観
光
客
数
の
増
加
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
増
額
、
各
市

町
村
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
大
い

に
寄
与
し
て
い
る
と
聞

く
。

　
そ
こ
で
、
本
町
お
よ
び

近
隣
市
町
や
滋
賀
県
で
の

取
組
の
現
状
と
今
後
の
予

定
は
ど
う
か
。

問

　
　

令
和
７
年
１
月
時
点
で

県
内
の
道
の
駅
は
20
か
所
、

全
国
で
は
１
２
３
０
か
所
で

あ
る
。

　

町
内
の
２
つ
の
道
の
駅
は
、

農
産
物
の
直
売
を
通
じ
た
農

業
振
興
と
、
町
の
情
報
発
信

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
滋
賀
県
道
の
駅
連

絡
会
と
の
連
携
事
業
で
は
民

答�

間
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
り
、
県
内
特
産

品
や
民
間
企
業
の
商
品
が
持

つ
集
客
力
も
相
ま
っ
て
、
道

の
駅
に
は
多
く
の
旅
行
者
の

周
遊
が
見
ら
れ
た
と
聞
い
て

い
る
。

　

引
き
続
き
、
滋
賀
県
や
観

光
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
、
道
の
駅
を
活
用
し
た

観
光
振
興
に
努
め
る
。

内
うちやま
山　英

えいさく
作 議員

議会だより No.212
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

　

盛
夏
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
は
多
く

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
あ
ら
た

め
て
竜
王
町
の
絆
の
深
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、10
月
３
〜
５
日
に
は「
わ

た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
」
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
選
手
の
躍
動
を
間
近
で
応
援
し
、

町
一
丸
で
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

本
定
例
会
で
は
定
数
見
直
し
を
協
議

し
、
議
論
の
末
、
現
行
の
12
人
を
据
え

置
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
（
詳
細
は

６
ペ
ー
ジ
へ
）。
今
後
は
、
議
員
の
働

き
方
の
見
え
る
化
と
そ
の
魅
力
向
上
に

努
め
、
次
の
10
年
、
20
年
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。議

会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

内
山　

英
作

副
委
員
長　

橘　

せ
つ
子

委　
　

員　

中
村　

匡
希

委　
　

員　

大
橋　

裕
子

委　
　

員　

澤
田　

満
夫

委　
　

員　

磯
部　

俊
男

編
集
後
記

表 紙　

竜
王
町
林
の
「
ひ
だ
ま
り
学
舎
」
は
、
空
き
家

だ
っ
た
古
民
家
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
改
修
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で

す
。
今
で
は
子
育
て
や
暮
ら
し
の
学
び
や
語
り
合

い
、
米
づ
く
り
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
こ
だ
わ
り

の
ラ
ン
チ
や
晩
ご
は
ん
の
副
菜
を
作
っ
た
り
、
親

子
イ
ベ
ン
ト
を
催
す
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
人
が
集
ま
り

ま
す
。

　

畳
に
ご
ろ
り
と
寝
転
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
、
縁
側
で
季
節
の
風
を
感
じ
た
り
、
子
ど
も
も

大
人
も
初
め
て
会
う
人
同
士
が
自
然
に
つ
な
が
れ

る
場
所
で
す
。
学
校
で
も
家
庭
で
も
な
い
「
第
三

の
居
場
所
」�

と
し
て
、
こ�

れ
か
ら
も
学

び
と
遊
び
、

そ
し
て
昔
な

が
ら
の
暮
ら

し
の
知
恵
を

伝
え
て
い
っ

て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

ひ
だ
ま
り
学
舎
に
集
合
！

NPO 法人竜王子育てネットワーク　代表　小川 岳彦

　私たちは学童保育が母体の子育ての支援組
織で、令和元年にNPO法人化しました。
　現在は町内６か所の学童保育、障害児者相
談支援事業「コトノハ」、第三の居場所作り
の地域総動事業（おむすび・みちくさ・おむ
すび塾等）の３つを実施しています。昨年度
より「ひだまり学舎」を管理・運営している
「暮らし育て組」も法人の仲間入りをしました。
　いずれも「その人がその
人らしく楽しめる！」を大事
にしています。私たちの活動
はこちらのYouTube番組を
ぜひご覧ください！

子どもが自分らしく楽しめるように

シリーズ　　がんばる私たち
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